
村岡教授は有機化学に興味を抱いた理由に

ついて、「今は生物化学も構造式で理解され

るようになったが、私が学生の頃は有機化学

が最も定量的で明確な理屈を有する科目に思

えた」と振り返る。

学生時代を過ごした岐阜薬科大学では、抗

癌剤などの核酸医薬品の合成に携わった。そ

の後、大阪大学薬学部の大学院では、機能性

分子の合成研究や機能性分子を用いた天然物

の合成研究に取り組んだ。村岡教授が追求す

る研究姿勢には、「薬と同じ効能を持つ化合

物を天然物から単離し、さらに活性の強い化

合物に変換する」という、創薬への強い思い

がにじみ出ている。

「最初は、文献を調べ、活性のある化合物

の合成を試みていた」というが、近年は京都

薬科大学生薬学教室の吉川雅之教授らとの共

同研究で「合成ターゲットも新たに発見した

オリジナルなものに限るようになった」とい

う。

その共同研究の成果として代表的な化合物

の１つに、サラシアの有効成分である「サラ

シノール」と「コタラノール」がある。サラ

シアは、サラキア属植物の根茎で、インド・

スリランカの伝統医学のアーユルベーダに用

いられる薬物だ。吉川教授らは、サラシアの

根や茎の水可溶部エキスに、顕著な血糖値上

昇抑制作用があることを見出し、その活性成

分をサラシノール、コタラノールと命名し

た。

デンプン質を含む食品は、唾液や膵液のア

ミラーゼによってブドウ糖２分子からなるマ

ルトースに分解され、さらに小腸でマルター

ゼによってブドウ糖に分解され

吸収される。サラシノールは、

マルターゼなどのα‐グルコシ

ダーゼの作用を阻害することに

よって二糖マルトースを維持す

ることで小腸での吸収を抑制

し、血糖値の上昇を抑えるとい

うメカニズムを持つ。

サラシノールは、ＮＭＲなど

の分光学的手法では構造決定が

困難であった。「吉川教授が頭

を抱えていたサラシノールの構

造をＸ線で確認した時は、その

有用性をまさに実感した」と笑

顔を浮かべる。

サラシノールとコタラノール

は現在汎用されている食後血糖

上昇抑制薬“アカルボース”と同等の効果を

示す。村岡教授らは、サラシノールやコタラ

ノールをモデルにした抗糖尿病薬の創製を目

指すと同時に、サラシアをエビデンスのある

機能性食品として開発する試みも行ってい

る。

こうした研究の一方で、一昨年８月に開か

れた「第25回天然物化学国際会議」で、中国

のタクラマカン砂漠に自生する紅柳に寄生す

る「カンカニクジュヨウ」に含有される新規

有効成分「カンカノシド」に、抗酸化作用や

血管拡張作用があることを報告し、参加者の

強い関心を集めた。カンカは、長い食歴によ

る安全性の高さとその薬理効果に、機能性食

品面からも応用性が期待されるからだ。

カンカの関連で村岡教授は、研究を一層推

進するため国際カンカ研究会を設立し、会長

を務めている。さらに近畿大学が進める、紅

柳の人工栽培によるタクラマカン砂漠の緑化

運動では、その大きな原動力になっている。

創薬への論理的なアプローチに余念がない

村岡教授の研究室では、チームワークが重ん

じられる。また、「３Ｋ（キツイ、汚い、危

険）を覚悟して入室してくるだけに、みんな

良くやる」と賞賛する。

「楽しんで成果を出す」のモットー通りに、

厳しい中にも節目節目には娯楽性の高いアク

ティビティが盛り込まれる。ヨルダンなど外

国からの研究員も３人所属し、国際色も豊か

だ。

最後に研究への取り組み姿勢について、

「学生は与えられた研究テーマを完成するだ

けでも大変なのはよく分かる。だが、その研

究にどのような意義と背景があるのかを考え

ながら取り組んでほしい」と指摘する。

「単に合成するだけではなく、それを合成

することにどんな意義があるのか、合成する

化合物の生体内での作用、関連する化合物に

比べてどのような優位性があるのかなど、幅

広くその周辺に興味を持ってほしい。そうす

れば、与えられたテーマでも、より興味の幅

が広がるはず」と語る。新たな教育目標の柱

である「課題解決型の人材育成」にも通じる

考え方だ。
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「有機化学は複雑な化合物を、いかにうまく合成するかというところに研究者の

知的好奇心を満足させる魅力がある。自分が合成した化合物が、生体内でどのよう

な作用機序で効力を示すかを分子レベルで解明できる昨今、ますます有機化学は興

味の尽きない学問になっている」と語るのは近畿大学薬学部有機薬化学研究室の村

岡修教授。薬学部の学生の頃から一貫して機能性分子の合成研究をライフワークと

してきた村岡教授だけに、その言葉には説得力がある。村岡教授の研究室では現在、

インド・スリランカの伝承薬物から単離した強力な血糖降下作用を示すサラシノー

ルや、ショウガから単離された強力な抗アレルギー作用を有するフェニルプロパノ

イド、血管拡張作用などを有するカンカノシドなど、将来医薬品になる可能性のあ

る化合物の研究を進めており、その成果が注目される。
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